
令 和 ６ 年 度 第 １ 回 函 館 方 面 森 警 察 署 協 議 会 議 事 概 要

１ 開催日時・場所

・ 令和６年６月21日（金）午後４時00分から午後５時30分までの間

・ 函館方面森警察署 会議室

２ 出席者

(1) 協議会委員 ５名（定員６名）

・ 会 長 蛯 沢 彰 則

・ 副 会 長 高 橋 恵 子

・ 委 員 川 村 昌 代

・ 委 員 根 本 あけみ

・ 委 員 瀧 澤 静

(2) 森警察署員 ５名

・ 署 長 嵯 峨 康 成

・ 副 署 長 冨 木 豪

・ 地交課長 和 泉 慎太郎

・ 警備課長 二本柳 恭 介

３ 協議会会長挨拶

４ 警察署長挨拶

５ 新規警察署幹部自己紹介

６ 警察署長による警察活動の概況説明

署長から令和６年４月末の刑法犯認知・検挙状況、交通事故発生状況、警察相談受理状況等に

ついて説明があった。

７ 協議事項

⑴ 令和５年度第４回森警察署協議会における質問事項に対する回答

【前回協議会時における質問事項】

□ 災害発生時における性犯罪防止について

災害発生時の避難所について、男女をしっかりと区分し性犯罪の防止措置を講じて頂きた

い。

【回答】 警備課長

避難所の運営の主体は各自治体での運営となっているが、委員から意見があったように、

住民の方が安心して避難ができる環境整備は必要であると考える。

森町、鹿部町の防災担当者に

・ 避難所の運営担当者については男性が主体であるとのことであったため、女性の職

員を入れ、女性目線や意見を取り入れた避難所の運営を行う。

・ 避難所の目立つ場所に性暴力に対して厳正に対処する旨の警告ポスターを貼りだ

し、そうした性犯罪を抑止する。

ことについて、先日申し入れを行い、同担当者から「そのような対応も検討してみる」との

回答をもらったことを報告します。

⑵ 諮問事項「交通事故抑止対策」について

地域交通課長が、管内で発生している「人身交通事故の状況と傾向」と「自転車乗車時のヘ

ルメットの着装」について説明を実施した。



委員より管内における交通危険箇所と自転車のヘルメット着用率向上についての意見を頂い

た。

⑶ 質疑応答等

□ 森警察署管内における交通事故の発生が懸念される危険箇所や、取締りを強化すべき箇所

とその理由について

【森町エリア】

・ 上台町会館前のＹ字路が通行時並行車両がいた場合に危険と感じる。

・ 町道は狭路が多く、また速度を落とさないで走行する車両もいるため危険を感じる。

・ ＪＡ農協前の一時停止標識が見にくく、草木などが生い茂る時期になると余計に標識が

見にくくなる。

・ 国道278号線と道々1028号線の十字路交差点が速度を出す車両が多い。

・ 町内のスーパーの駐車場内については安全確認をしない車両が多く、出入口の方向を無

視するドライバーも多くて危ない。

・ 森駅前の一方通行路について、一方通行を認識していないドライバーが多い。

【鹿部町エリア】

・ 鹿部町内の交差点には一時停止の標識などの設置はあるが、交差点での事故が多いと感

じている。

標識の無い交差点には一時停止の標識などの設置を増やし、交差点周辺の除草もしっか

りやることも必要だと思う。

・ 町内居住の高齢歩行者が、急に車道を横切るため飛び出すことがあるため注意が必要で

ある。

□ 自転車ヘルメットの着用率を向上させるための効果的方策について

・ 委 員 着用しない理由については、「面倒だから」「髪型が崩れる」「格好悪い」

などが考えられ、子供の着用については、親世代の意識改革が必要なので

はないかと思う。

ヘルメットに「被りたい」と思わせる機能を付加するのも効果があると

思われる。

・ 委 員 安全講習において、被っている場合と被らない場合での負傷率の違いを

今以上に発信することが必要であると思う。

また、ヘルメット購入時の補助金制度があれば購入者が多くなると予想

される。

・ 委 員 啓発ポスターを掲示するほか、パトロール時の広報活動なども効果が期

待されると思う。

また、着用率が良好な事業所や学校については表彰するなども良いと考

えられる。

・ 委 員 警察官による街頭活動時の声掛けが効果的であると思う。

小中学校の子供達については、やはり親の影響も大きいと思うので、学

校と共同での親への働きかけも行うのはどうか。

また、町内においては技能実習生が自転車に乗っている光景をよく見る

が、殆どが被っていないので、企業の責任者に対策を講じるよう依頼をし

ていく必要がある。

・ 委 員 学校教育として根付かせていくことと、「被りたい」と思わせるブラン

ド化を図るのはいかがか。



アイドルやブランドとのコラボによって、被りたくなる空気を作るのが

良いのではないだろうか。

○ 地交課長 貴重な意見ありがとうございます。

交通の危険箇所については、森警察署についても頂いたご意見を基に警戒活

動を実施していきたいと思います。

また、標識などが見にくい件につきましては、そうした場所を目撃した場合

は警察まで連絡をいただければ、道路管理者と即座に対応をしますので、少し

でも危険だなと感じる場所があれば連絡をお願いします。

自転車ヘルメットの装着につきましては、今後も引き続き粘り強く啓発活動

を実施するなどして、一人でも多くの自転車利用者にヘルメットを被ってもら

うように広報してまいります。

⑷ 資機材体験

『自転車シミュレータ』及び『飲酒体験ゴーグル』を体験していただいた。

○ 地交課長 管内において死亡事故が発生している状況を鑑み、交通事故抑止のため

の活動を積極的に行っていきますので、引き続きご協力とご支援をお願い

いたします。

８ 次回諮問事項

次回の諮問事項は、地域警察活動「ヒグマ対策」に決定した。

９ 次回開催予定

令和６年９月を予定


